
幽
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凸ハ
正

固
単
一ハ
闘
叩
二
†

一
目
宵
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層
師
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胃
厘
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什 験 日 一 月 一 年 三、十 和 昭

{
禁

韓

載
)

鞭
調
劉
劃

新

年

特

別

號

資

本

主

義

と

戦

争

・…
…
.

絶

対

國

家

・・・…
…

…
:
…

・:
..

農

地

自

省

謹

型

禽

一
一

冒
I
-
1

-
γ

ノ

病
1

1

」

…
一
コ

口

.

『

.

.

.

.

圏

.

.

.

.

.

,
.

.

.

.

.

.

.

.

.

:

.

ナ
チ

ス
主
義

と

経
済

的
自

己
責

任

の
原

則

工

場

内

住

居

施

設

に

就

い

て

・…

・・…
・-
-
・…

シ

ュ
モ

ラ

ー

の

困

民

経

済

學

方

法

論

・・

重

農

派

租

税

論

の

基

礎

問

題

・・-
・…

…

国

際

収

支

均

衡

の

理

論

…
:
…
…
…
…

・

近

代

地

代

理

論

に

つ

い

て

…

…
・・…

…

投

資

乗

数

の

理

論

・…
…
・…

…
…
…

・

国

際

収

支

策

と

し

て

の

輸

入

統

制

-

共

同

艦

の

人

間

學

的

考

察

…

…
・
・…

新

着

外

囲

経

済

雑

誌

主

要

論

題

..文

學

鯨

士

高

田

保

馬

・・経
濟
學
博
士

作

田

荘

一

　
ヨ
　
ら
ま

ニ

し

　ヨ

ト　コ
グ
一
面
リ

韮
面
昌
章
ゴ
ー

ノ

オ

ープ

」
元

旦

一

纏

済

學

士

や

q

興

之

助

一

ロ

ノ

よ　
ノ
　
ノ
エ

ニ

.一

塁

ヒ

求

一

訓

=

・翻

節
鯵

璽

…
経

済
學

士

島

恭

彦

…
経

済
學
士

松

井

、

清

…
経

済
學

士

山

岡

亮

一

・・経
済
學

士

飯

田

藤

次

.…
趣
濟
學
博
士

谷

口

吉

彦

…
経
済
學
瀬
上

石

川

興

二



國
[際
牧
山久
均
衡

の
理
論

四
+
六
巻

=

第

「「號

=

國
際

牧

童
均
衡

の
理
論

松

井

清

圃

緒

言

ひ
み
黍

欝

。
染

屡

隻

の
均
察

知
禦

・
機
笹

っ
て
、
発

如
祭

る
撰

葎

ひ
?

均
衡
に
到
達
す
る
か
の

理
論
,簡
。提

云
っ
て
屡

牧
支
均
衡
の
理
論
は
、ま
量

・
事

歴
睾

持
っ
て
る
る
。
不
利
な
国
際
牧
支

一

輸
入
超
過
1

に

、
2

、
薗

は
そ
の
藻

有
、蕃

奏

し
て
終
ぴ
は
・
な

い
か
・
云
ふ
、
か
の
了

カ
ン
テ
…

逢

に
よ
っ
て
憤
れ
た
恐
怖
に

封
ず
。
批
判
と
し
て
,玉
目
・
は
こ
の
理
論

の
肇

を
自
聖

義
慧

學

の
黎
明
期
に
、
例

へ
繹

に
p

ヒ
ユ
去

に
於

て
見

き

と

が
出
來

。
。
。

↑

ム
は
屡

経
纏

禁

自
動
的
な
も
の
で
あ
・
・
と
、
何
・
か
の
原
因
に
・
つ
て
流
出
し
た
金
は
・

國
家
の
干

渉
湊

つ
こ
と
蔓

、
屡

経
纏

磐

の
・
の
の
作
用
に
・
つ
て
や
が
て
再
び
同
復
す
・
も
の
で
あ
る
こ

と
を
謹
明
し
た
・
帥

は

ち
轟

國
に
於
け
。
物
漿

準
の
下
落
と
、
叢

國
に
於
・
・
物
漿

準
の
上
昇
は
、
薯

の
國

の
後
者

の
國
に
掌

る
輸
出
超
過

姦

生
せ
し
む
。
も
の
で
…

な
し
た
.
そ
し
て
・
の
後
・
於
・
・
古
典
羅

輩

の
盈

ハは
・
自
残

任
の
原
理
に
基

く
蓼

の
命
題
、
共
に
こ
の
命
嬰

も

;

量

馨

皇

、同
め
、
人
は
・
れ
喜

典
派
・
・
ン
ス
フ
丁

理
論

と
呼
び
慣
は
し
て
來
た

の

で
あ
る
。
.
の
古
典
流
理
論

は
實
に
克
服
し
讐

も
の
で
あ
る
か
に
.見
え
た
。
大
陸
の
馨

痔

・
つ
て
幾
た
び
か

の
批
判
が
加

へ



ら
れ
た
に
も
拘
ら
す
、
そ
れ
壁

な
・
描

雁

書

、
古
農

に
代
・
べ
喬

・
の
有
力
董

説
も
蓬

て
・
れ
る
こ
と
が
暴

な
か
っ
た
。
そ
れ
儀

後
賠
償
金
問
警

め
・
る
数

々
の
論
弁

於
て
も
同
様
で
・
つ
た

・
云
は
れ
て
る
る
・
唐

楽

欝

の
原

因
と
し
垂

ん
だ
例
が
、
凶
作
で
あ
る
と
か
、
補
助
金
の
附
與
と
か
で
あ
っ
た
に
射
し
、
馨

の
問
題

は
莫
大
鍛

冶
的
貢
納
で

あ

り

、
こ

の
技
術
的
差
異

か
ら
生
赤

る
若
干

の
技
術
的
問

題

の
展
開

は
あ

っ
た
に
し

て
も

、
本
質
的
な
鮎

に
聞

す

る
限
り
依
然

と
し
て

古
典
派

の
諸

屡
説
が
繰
返

し
述
べ
ら
れ

て
み
た

に
す

ぎ
な

い
。

し
か
。
乍
ら
藪
に
注
意
す
べ
き
は
、
同
じ
-
古
典
派
理
論
為

せ
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
に
・

6

の
理
論
的
針
立
の
存
し
た

こ
と

で
あ
。
。

。

↑

ム
椴

寛

解
を
・

る
も

の
の
装

着

・
し

て
了

…

、

・
ル
の
名

藁

げ

る
弩

ば
・
リ
カ

ー
ド
:

ハ
ス

ーア
↓

.
ル
等
は
、

同
じ
/
、機
構

窟

.樫

を

毒

し
楽

ら
も
、

争

異
つ
蓋

明
窪

警

2

み

る
・

印
は
ち
二
者
の
理
論

は
、
薯

が
馨

。
於
け
る
讐

力
移
動
目
璽

璽
化
を
否
定
す

き

と
・
・
つ
て
馨

蕩

の
必
縫

姦

謝
す
る
縛

し
・
後

薦

理
論
が
饗

力
移
動
ロ
需
毒

化
を
肯
定
す
・
・
乏

・
つ
て
、
傳

運
勢

緩

す
・
簿

於

て
注
早

べ
窮

山老

示
し

て
み
る
。
云

へ
、
う
。
。
の
墾

吐
は
蝶

大
撲

の
ド
イ
ツ
賠
償
金
問
題
を
め
ぐ
る
ケ

・
・
蒋

亨

リ
・
の
論
筐

於

て
實
に
日取

高
調
に
達
し
た
か
の
禦

あ
り
、
・
の
論
争
に
於
て
両
者
の
嚢

篠

す
き

う
な
晶

陳

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
・

然
ら
ば
そ
の
倦

於
け
る
研
控

、
・
の
野
立
を
如
何
な
・
方
磨

窶

し
た
で
あ
ら
う
か
・
卒
直
に
響

を
與

へ
る
な
ら
ば
・
.

賠
償
金
馨

以
後
鯉

ち
奮

一
九
三
〇
年
以
後
に
於
け
・
理
論
は
、
・
㍗

ド
共

う
T

ブ
ル
汲
の
後
者

の
方
向
に
堕

さ
れ

つ

あ

。
よ
う

で
あ

・
.
魏

ら
す

前
者

寛

肇

ど
る
論

蕩

へ
ば
…

ズ
、
・
で

、
タ
ウ

・
・
グ

・
・

ア
イ
ナ

ー
の
如

き

人
。
奪

塗

9
る
雄

、
も
.
ホ
・た
折
衷
的
な
立
馨

・
る
呈

↓

†

↑

・バ
ラ
み

解
決
が
あ
っ
た
に
し
て

も
支

配
的
な

國
陵

夷
均
衡
の
理
論

第
四
+
六
巻

=

三

第

一
號

=

三



國
際
牧
支
均
衡

の
理
論

第
四
+
六
巷

一
「
四

第

「
號

一
一
四

傾
向
と
し

て
は
後
者

の
見
解
が
禦
げ
ら
れ

て
差

支

へ
な
か
ら
う
。
近
代
資
本
移
動
論

の
代
表
者
達

で
あ

る
オ
ー
リ

ン
、

ヌ
ル
ク

セ
、

イ
ヴ

エ
ル
セ

ン
等

は
、

リ
カ
ー
ド
や
バ

ス
テ
ー
ブ

ル
を
も
含

め

て
、
自
ら

を
近
代

ト
ラ

ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
と
構
し
、
よ
く
古
典
派
ト

ラ

ン
ス
フ
ァ
ー
理
論

を
克
服
し
得
た
も

の
と
な
し

て
み

る
。
私

は
本
論

に
於

て
ヶ
イ
.ン
ズ
封

オ

ー
リ

ン
の
論
争

か
ら

と
き
起
し
、

バ

ー
バ

ラ
盲
射
解
決
を
経

て
、
近
代
理
論

に
至
る
経
路

を
藺
草

に
跡
づ
け
、
そ

の
こ
と
に
よ

っ
て
国
際
牧

支
均
衡

の
理
論
に
於
け

る
問

題

の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た

く
思

ふ
。
詳
細
な
學
史
的
研
究
は
、
も
と
よ
り

こ
の
小
論

の
よ
く

な
し
得
な

い
と
こ
ろ
で
あ

転
。

,

ニ

ケ
イ

ン
ズ
割
方
ー
リ
ン
の
論
事

世
界
大
職
後

の
賠
償
金
問
題

は
、
経
濟
學
徒

に
射
し

て
も
二

つ
の
大
き

な
問
題
を
提

出
し
た
。
そ
の

一
つ
は
莫
大

な
額

に
上

る
金

額

を
ド

イ
ツ
國

民
か
ら
如
何

に
し
て
調
達
す

る
か
の
問
題

で
あ
り
、
そ

の
二

つ
は
か
く

し
て
調
癒
し
た
額

を
相
手
國

に
如
何

に
し

て

輸
逸
す

る
か

の
問
題

で
あ

る
。
云

ふ
ま

で
も
な
く
吾

々
の
問
題

は
こ
の
第

二
の
問
題

に
連

ら
な

る
。
賠
償
金
支
彿

は
明
ら

か
に
ド
イ

ツ
國
際
牧
支

に
於
け

る
そ
れ

だ
け

の
不
足
を
意
味
す

る
が

、
ド
イ
ツ
は

こ
の
不

足
を

カ
バ
ー
す

る
た
め
に
如
何
な

る
事
態

に
遭
遇

す

る
か
。
困
難
は
生
起
す

る
の
か
、
或

ひ
は
し
な

い
の
か
。
諸
家

の
議
論

は
こ

」
に
於

て
全
く
二

つ
に
分
裂
し
た
。

殊

に

罵
o
o
5
0
邑
6

甘
口
弓
巴

誌

上

に
於

て
交

へ
ら
れ

た
ケ
イ

ン
ズ
封

オ
ー
リ

ン
の
論

争
は
、

そ

の
白
眉

で
あ

っ
た
と
云

へ
よ
う
。
先

づ
ケ
イ

ン
ズ
が

一

九
二
九
年

三
月
に

日
7
¢
O
碧
ヨ
碧

日
。∋
房
8
「
勺
「○
げ
尽
日
.な

る
論
文
を
登
表

た
し

の
に
端
を
稜

し
、
同
年

六
月

に
オ
ー
リ

ン
の
批
判

及

び
こ
れ

に
封
ず

る
ケ
イ

ン
ズ

の
答
辯

が
掲
載

さ
れ

、
更

ら
に
同
年

九
月

に
は
佛
學
者

リ

ユ
ー

エ
フ
の
批
判

と
オ
ー
リ

ン
の
再
批
判

が

あ
り

、
ケ
イ

ン
ズ
は
両
者

に
射

し
て
各

々
答
辯
を
な
し

て
み
る
。
論
争

の
本
筋

の
み

に
簡
軍

に
濁
れ

て
齢
こ
%
。

1)

2)

優 れ た 學 史 的 研 究 と して 次 の 三 つ を 擧 げ て お こ う 。

J.W.Angell:TheTheoryofInternationalPrices,Ig26.
C・lversen・lnternati・nalCapitalM・vement
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ケ
イ

・三

ケ
イ

。
ズ
は
彼

の
最

初

の
論
文
を
草
す

る
に
當

っ
て
、

・
・フ
ン
ス
・
ア
西

題
を
緩

す

る
側

の
人
達

・
邸

は
ち

オ

ー
リ

ン
や
リ

ユ
刀

工
フ
の
如
き
見
解

を
持

つ
人
達

を
念

頭

に
置

い
て
お

り
、
從

っ
て
論
文

は
之
等

の
人
達

に
達
す

る
批
判

の
形
を

と

っ
て
み
る
。

彼
れ

は
次

の
や
う
な
説
明
を
以

て
始

め
て
み

る
。

『
も
し

一
ポ

ン
ド
が

お
前

か
ら

取
上
げ
ら
れ

て
私

に
與

へ
ら
れ

、
且

つ
今
や
論

が
そ
の
婆

を
減
少
せ
ざ
・
毒

な
く
な
っ
た
と
、
全
く
同
じ
財
貨

の
袈

を
私
が
増
加
す
る
量

る
な
ら
ば
・
何

ら

の
上
フ
ン
ス
・
ア
商

題
も
起
ら
な
い
。

・
・
ン
ス
・
ア
歯

撃

緩

宥

人
達

は
・
屡

々
表

側
が
現
實

の
事
實
で
あ
る
こ

と

を
暗
示
し
て
み
る
。
高
き
課
禦

ド
イ
ツ
の
婆

書

し
て
外
囲
財
を
吉

少
く
買
は
し
む
る
程
度

に
於
て
・
そ
れ
は
正
し
く
鐸

で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
明
ら
か
に
彼
等
の
婆

節
約

の

需

の
み
が
外
國

の
財
貨
に
聞
し
て
み
る
の
で
あ

り
・
そ
れ
も
現
在
の
事
情

か
ら
判
断
し
う
る
限
り
に
磐

、
は
、

た
い
し
て
大
書

な

い
部
分
で
あ
る
・』
即
は
ち
ケ
イ

・
ズ
に

よ
れ
ば
・

ト
フ

亥

フ
ア
歯

髄
を
霧

す
る
側
の
人
逮
協

内
壁

霧

を
無
税
し
て
み
る
。
・
・

亥

・
ア
歯

髄
の
解
決
は
馨

の
…至

が
如

一
・
現
奮

イ
ッ
人

に
よ

っ
て
消
費

さ
れ

て
み

る
商
口
叩
を
外
國

に
解
放
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
行

は
れ

の
で
は
な

く

、
ド

イ
ツ

の
生
産
要
素
を
他

の

讐

部
門
.内
か
ら
蟄

肇

に
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
は
れ

る
、
と
彼
れ
は
云
ふ
の
で
あ
る
・
然
ら
ば
ド
イ
・
は
何
整

賠
償
金

を
支
梯

ふ
に
充
分
姦

出
を
持
ち
得
な
い
の
か
。
ケ
イ

ン
ズ
は
芝
露

し
て
、
ド

イ
・
は
先
づ
彼
等
の
生
讐

を
減
少
す
る
の
で
な

け
れ
ば
、
利
益
を
以
て
生
産
物
を
販
費
し
得
な
い
と
云

ふ
理
由
を
あ
げ
て
み
る
。
即
は
ち
賠
償
金
問
題

の
解
決
は
・
他
の
場
所

毘

し
て
の
金
生
産
費

の
減
少
董

求
す
る
。
而
し
て
譲

費

の
減
少
を
招
來
す
る
に
は
三
つ
の
方
法
が
存
在
す

る
・
第

一
は
ド
イ
ツ
が

謹

肇

を
他
国

髭

』

、
高
め
る
、、
と
で
あ
り
、
第
二
は
利
垂

を
相
射
的
に
低
め
き

と
で
あ
り
、
第
三
寡

銀

の
金

¥

¥
�

gを
他
國

に
比
し
て
低
め

る
、」
と

で
あ

る
。

ケ
イ

ン
ズ
は
こ
の
様

に
三

つ
の
方

法
を
擧

げ

て
後

、
前

二
方
法

の
實
現
性

を
否
定
し

、
第

藻

肇

均
衡
・
理
論

.

第
四
+
六
巻

=

五

笙

號

=

五
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収
支
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衡
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理
論

第
四
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六
巷
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六

第

「
號

一
}
六

三

の
方
法

の
み
を
可
能

で
あ

る
と
し

て
み

る
。
賠
償
支
彿
を
實

現
す

る
た
め
に
は
金

で
計

っ
た
貨
幣
勢
銀

を
低
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ

れ

が
ケ
イ

ン
ズ
の
主
張

の
中
心
を
な
し

て
み

る
。

か
く

て
問
題
は
、
ド
イ
ツ

の
勢
働
者
を

二
重

の
方
法

に
於

て
苦
し
め

る
こ
と
に
な

る
。
第

一
段

に
は
必
要
な
輸
出
超

過
を
招
来
す

る
た
め

の
勢
銀

の
引
下
げ

に
於

て
、
第

二
段

に
は
引

下
げ
ら
れ

た
貨
幣
所
得
か
ら
、

更
ら

に

一.①
で
ヨ
,鑑

o
=

【銘

を
引
出
す
こ
と

に
於

て
。

さ
甲」
ト
ラ

ス
フ
ァ
ー
の
實

現
を
困
難

な
ら
し
む

る
場

合

と
し

て
、
ケ

イ

ン
ズ
は
次

の
如
き
四
つ
の
場
合
を
あ
げ

る
。

臼0
生
際
物

が
個
人
納
サ

ー
ヴ
ィ

ス
や
建
築
物

の
如
く
輸
出

さ
れ
得

な

い
場

合
。

②

ド
イ
ツ

の
財
貨

に
封
ず

る
世
界

の
需
要
が

一
よ
り
も
小
な

る
弾
力
性
を
持

つ
場
合
。

偶

外
國

の
競
争
者

が
自

ら

の
貿

易
關
係

を
維
持
す

る
た
め
に
、
彼
等
自
身

の
勢
銀

を
引

下
げ

る
場
合
。

㈱

外
囲

が
關
税
を
高

め

る
場
「合
。

次

に
然
ら
ば
国
際
牧
支

の
均
衡
高

復
す
る
に
必
寒

だ
け
の
輸
塔

加
を
招
來
す
る
め
た
に
は
ど
れ
程
霧

銀
引
下
げ
が
必
要

で
あ

ら
う
か
。
外
囲

の
需
要
弾
力
性
を
非
常

に
大

で
あ

る
と
す

る
も

の
は
、
ト
ラ

ン
ス
フ
ァ

ー
困
難
を
輕

脱
す
る
傾
向

が
あ
る
が
、

ケ
イ

ン
ズ
自
身

の
見
解
は
次

の
如
く

で
あ

る
。

一
定

の
時
期

に
於
け

る

一
図

の
経

済
構
造

は
、
そ

の
隣

人

の
経
濟
構
造

に
比
較

し

て

輸
出
の

歪

の
自
然
的
水
準
を
持
ち
、
任
意
の
工
夫
に
・
つ
て
・
の
水
準
を
任
意
舞

更
し
よ
う
・
す
き

と
は
・
非
露

国
讐

仕
事

で
あ
。
。
歴
史
的
覧

て
、
外
囲
馨

の
警

が
貿
易
牧
支
の
繁

に
自
己
を
適
合
芒

む
る
も
の
で
あ

り
・
そ
の
鏡

と
云

ふ
こ
と
は
あ
り
得

な

い
。
何
故
な

ら

ば
前
者

は
敏
感

な
性
質

の
も

の
で
あ
り

、
後
者

は
敏
感

で
な

い
性
質

の
も

の
だ
か
ら
で
あ

る
。

然
る
に
か
』
る
事
實
籏

。
て
、
茅

ッ
賠
償
金
の
例

に
あ
っ
て
は
吾

・
は
外
囲
釜

の
量
高

山疋
・
・
貿
易
牧
支
を
之

に
適
合
せ



し
め
よ
う
と
努

め
る
の
で
あ

る
。

こ
の
企

て
に
何

ら

の
危
.隙
を
も
認
め
な

い
も

の
は
、
流
動
的
な
理
論
を
固
定
的

で
は
な

い
ま

で
も

粘
着
性

を
持

つ
た
数
量

に
適
合

せ
し
め
よ
う

と
す

る
も
の
で
あ

る
と
、
ケ
イ

ン
ズ
は
空
.張
し
て
み

る
。

オ
ー

リ
ン

オ
ー
リ

ン
が
ケ
イ

ン
ズ
に
射
し
て
與

へ
た
批
判

は

、
之
を

一
言

に
し

て
云
ふ
な
ら

ば
、
購
買
力
移
動

の
無
覗

、
從

っ

て
需
要

側
に
於
け

る
攣
動

の
無
視
に
集
中

さ
れ

て
る
る
。
賠
償
金
支
彿

は
受

取
國

の
購
資
力
を
蠣
加

す

る
が
故

に
、
ド
イ
ツ

の
輸
出

は
大
な

る
生
産
費

の
下
落

な
く

し
て
増
加

す

る
筈

で
あ
る
.、
實
際

に
於

て
ド

イ
ツ

の
楡
出

が
増
加
し
な
か
っ
た

の
は

、
オ

ー
.リ

ン
に

よ
れ
は
、
ド
イ
ツ
が
賠
償
支
彿
の
二
倍
に
も
上
る
資
本
輸
入
を
行

っ
て
居
り
、
・
れ
が

ド
イ
・
の
讐

力
姦

加

し
究

め
で
あ

る
。
彼
れ

は
購
買

力

の
移
動

に
つ
い
て
更

ら
に
詳
細

に
次

の
如

き
説
明

を
與

へ
て
る

る
。
A
國
と
B
國

と
が

、
そ

の
生
産
要
素
を
正

常
的
機

用
し
て
み
る
二
璽

、あ
る
L・す

る
。
A
國
が
B
國
か
ら
毎
年
大
量
の
顧
客

、債
霧

ふ
と
す
れ
嘆

そ
の
た
建

A
國

の

養

は
琳
加
し
幣

は
減
少
す
る
。
窪

窪

債

の
額
を

一
億

マ
ル
・
で
あ
る
と
し
、
直
醤

暴

論

る
・
國

の
輸
入
超
過
を
二

千
萬

マ
ル
ク
で
あ

る
と
假
寇
し
よ
う
。

二
千
萬

マ
ル
ク
と
す

の
は
、
大
國

に
於

い
て
は
需
要

の
小

な
る
部
分

の
み
が
外
国
貿
易
財

に

向
け
ら
れ

る
が
故

で
あ

る
。

淺
り

の
八
千
萬

マ
ル
ク
は
、
A
國

に
於

て
国

内
財

に
封
ず

る
需
要
を
増
加
す

る
。
ケ
イ

ン
ズ
及
び
彼
れ

の
學
汲
の
人
達
は
、

・
れ
が
八
千
導

ル
・
の
終
焉
で
あ

る
と
考

へ
㌃
.

そ
れ
だ
け
の
額
は

直
醤

樵
人
超
過
叢

加
し
な
い
か

ち

、
貿
易
牧
支

の
上

に
何

ら

の
痕
跡
を
も
淺

さ
な

い
と
云

ふ
の
で
あ
る
。

オ
ー
リ

ン
は
か

、
る
見
解

に
反
糾

す

る
。
彼
れ

に
よ
れ

ば

借
入
れ

ら
れ

た
購
買
力

の
う

ち
こ
の
量
こ
そ
が
注

目
に
値
す

る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
A
國

に
殆

ん
ど
同
じ
大

い
さ
だ
け

の
輸

入
超
過

を
招
来

す
る
.と
同
時

に
、
B

國
に
そ
れ

だ
け

の
額

の
出
超
を
招
来

す
る
が
如
き
機
構
を
働
か
す
。
即

は
ち
直
接

に
は
國
内
財

に
向
け

ち
れ

る
購
買
力

が
次

の
如
き
経
路
を
辿

っ
て
間
接

に
外
國
財
に
向

ふ
こ
と
と
な

る
の
で
あ

る
。
A
國

に
於

て
は
園
内
財

に
謝
す

る
需

国
際
収
支
均
衡
の
理
論
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葉

潴

し
、
そ
の
生
産
暴

誓

れ
る
.

生
産
萎

は
蟄

蘂

及
幕

會

撃

す
・
産
業
か
ら
國
内
財
粟

へ
移
動
す

る
.
。
,
し
て
輸
出
に
於
け
る
減
少
葵

に
於
け
る
潴

、
從
っ
て
輸
入
の
起
票

招
來

・
れ
…

國
に
於
て
も
そ
れ
霜

攣

る
修
正
が
行
は
れ
る
筈
で
あ
る
.
國
内
財
蘂

は
聾

減
退
の
董

縮
ぎ

れ
、
麓

・
案

は
幣

藥

差

簸

経

人
望

撃

す
る
財

の
肇

へ
と
移
行
す
る
.
從

っ
て
驚

の
鶉

が
暴

・
れ

・
・
・
・
…

貿

ゆ・
オ
ー
リ

・
に
よ
れ
ば
・
購

其
方

移
.動

の
右
の
加
島

接
作
用
こ
そ
、
国
際
肇

を
均
衡
荒

む
る
馨

の
嘉

蓼

つ
も
寒

あ
る
・
・

.
更
ら
に
オ
ー
り
。
は
そ
の
際

に
於
け
る
幕

湯

の
欝

・
言
及
・
・
ゐ
・
.
幣

財
・
輸
入
財
の
幕

及
び
輸
入
財

と
競
争

す
る
財
の
馨

に
養

し
て
、
禺

財
の
繧

は
A
國
に
於
・
馨

し
B
囲

於
て
下
落

す
藷

向

・
あ
・
・
け
れ
ど
も
・
國

の
輸

出
便
蒙

墜

貝
し
、
B
國

の
・
れ
零

落
す
る
と
云
書

は
必
・
す
・

・
必
要

で
は
・
い
・
換
言
す
段

・
國
の
實
質
交
箆

棄

肇

口さ
れ
B
國

の
・
れ
が
悪
化
す
べ
些
・必
然
性
は
存
・
な

・
.
尤
高

接
的

・
交
換
紫

の
攣
化
す
る
こ
と
は
恐
ら
く
あ
り
う

る
こ
忘

あ
る
。
腔

ち
、
A
國

に
於
て
溜

・
た
賢

力
は
或
程
馨

で
欝

財
及
び
輸
入
・
競
争

る
財

の
穰

を
高
め
る
・

.
と
同
時
に
B
國
の
・
れ
に
相
撃

る
財
貨
穰

は
減
少
芸

糞

の
故

・
下
落
す
喬

向
を
彗

・
…

ろ
で
繧

響

關
す
る

か
く
の
如
き
認
識
は
、
ケ
イ
。
ズ
の
藷

を
な
し
て
み
る
古
典
派

の
・↑

f

器

・
は
極
め
亜

八
っ
て
る
る
・
窟

菰

は
・
A
國

を
し
て
　

多
く
を
買
は
し
む
・
た
め
・
は
、
B
國
は
そ
の
交
換
基

憲

化

せ
し
誼

ば
な
ら
ぬ
と
す
る
の
で
あ
る
・
オ
ー
リ
ン

に
よ
る
と
、
か
曳
る
誤
れ
る
結
論
筈

濃

に
於
て
監

力
の
移
禦

無
理

れ

て
る
た
の
に
基
く
・

×

x

×

.

x

.

ケ
イ

。
ズ
、
オ
ー
リ

。
と
の
論
竃

、
彼
等

の
日取
初
の
論
畜

於
て
云
ふ
ぺ

…

ろ
を
殆
ん
・
云
暴

・
て
る
る
と
云

っ
て
差



鞍
馨

鷺

罐

厩響

狸

藻

嚢
即饗
舞

は
云

へ
、
本
質
的
な
貼
に
は
何
ら
の
改
響

行
は
れ
す
、
馨

は
後

の
解
決
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
.

三

(
一

.(
ラ

ー

の
解
決

臣

で
瑠

に
す
る
ハ
,
づ
フ
ー
の
最

は
、
董

九
三
三
募

行
・
れ
た
著
作
「
国
警

揚
論
」
に
於
け
る
荒

で
亀

趨

欝

欝
瀦
柵欝

欝
秘
鍵

μ鰻
嶋

は隷曇

豪

農

灘
鋤箆
蓑

蛾餐

灘

㍑籔
韓

そ
れ
故

は
上

フ
ン
ス
・
丁

損
失
が
生
す

る
・

と
も
あ

る
し
・
と

7
ン
ス

フ
ア

ー
利

得

が

生
赤

る
こ

と

も
あ

る
。
而

し

て

バ
ー
バ

ラ

ー
は
オ
ー
リ
。
、
と
共
に
蕎

の
結
果
と
し
て
の
軍

側

の
攣
動
孟

睨
す
る
ケ
イ
ン
ズ
の
見

解
を
非
難
す
る
。
帥
は
ち
受
取
國
に

於
け
る
貨
幣
所
得
が
曾
加
す
る
た
め
に
、

纂

、
里

の
馨

・
於
て
す
・
、
從
來
・
・
　

・
多
・
が
讐

さ
れ

る
・
極
難

場

鑑

遡
壽

難
纏
灘
謙
厳選

　灘

糖 講 騰 講leH:ferseuhall:　:鑑:灘轡 ・蹴 野灘
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三

〇

需
要
が
向

裏

.
で
あ
る
.
・
の
際
追
加
輩

の
蕎

ふ
財
貨

が
・
鵡

・叩
で
脅

・
從
っ
て
ド
ィ
ッ
の
欝

嘉

し
よ
う

と
、
.或

ひ
は
ま
覆

來
ド
イ
ツ
に
向

っ
て
輸
入
・
碧

南
・開
で
・

・
、

從
っ
て
・
イ
・
の
葵

が
減
少
し
よ
う
と
歪

な
い
・』

.

。
か
し
乍
、
か
』
る
例
巖

端
な
例
外
的
事
禦

あ
る

、。
と
は
云
ふ
迄
・
・
い
.
轟

國
の
糞

減
退
・叢

國
の
墾

潴

と
が

ほ
ど
同

一、の
財
菖

つ
い
逼

る
と
云
ふ
様
な
理
調

な
初
鏡

實

に
は
起
ら
す
・

さ
う
だ
と
詫

ま

秀

r一

　

一

)

を

　

ナ
　つ

げ
ほ

ル

を

ヰ

フ

こ

み
ニ
　

コ
び
　

推
察

生
す
.。
こ
と
に
。
ら
う
.
こ

、
に
於
て
↑

づ

フ
癌

特
・
方
法
ξ

の
纂

欝

・
蛎

{　

(イ
動

的
遇
業

態

と
し
エ
の
穰

勾
配
.

(
.
)
、永
続
的
現
象
と
し
て
の
蜜

父
控

誇

欝

。
(・

)
は

震

・
の
轟

例

～
ば

「
年
だ
け
の
凶

作

の
如
、.
場
A.
で
、
。
の
揚
ム.
に
機

格
勾
配
が
璽

し
、
・
の
た
・
輸
崇

促
進

・
れ
輸
入
が
阻
止
甚

農

牧
支
は
再
び
均

衡
す
る
と
考

へ
、
れ
る
.
膣

ち
こ
の
範
園
内
に
於
・
筈

典
派
覧

葉

先
霧

當
す

・
の
で
あ
る
・
け
れ
ど
も
こ
れ
は
あ
く

,
で
過
渡
的
の
現
象

で
長
調

に
は
起
り
得
な

い
.

・
の
響

い
て
↑

づ

了

は

次
の
倦

説
明
・
て
る
る
・
荷

蒙

ら
ば

そ

の
こ

と

は
正

に

、

一
聯
の
書

に
孕

る
國
際
的
な
嬉

糞

婆

費
・
・
も
大

で
あ
る

・
と
を
意
味
・
・
そ
れ
は
均
衡
歌
警

両
立
し
得
な
い
か
ら
.
理
想
的
な
市
場
に
於
て
は
、
か
』
る
馨

差
竺

磐

笙

・
讐

…

で
は
需
要
の
欝

後
に
は
直

ち
に
親
し
い
均
禦

成
立
す
る
.
恐
ら
く
穰

の
聾

生
す
・
け
れ

…

嚢

費
用
　

も
大
き
な
馨

差
は
　

得
な
い
.

畷
っ

て
五.
々
が
あ
ら
ゆ
る
瓢
に
於
て
摩
擦
な
し
に
機
能
す
る
市
撰

の
假
定
か

・
攣

・
場
合
或

ひ
は
五n
圭

つ
の
均
衡

,
ら
他
の
均
衡

へ
の
過
渡
的
餐

を
無
視
す
る
揚
△、
、
從
つ
二

言
で
云
へ
ば
吾

・
嚢

的
観
察
方
法
荒

ひ
る
場
倉

は
盛

葛

配
を
前
提
し
て
問
題
を
取
扱
ふ
こ
と
は
出
來
・
い
.』
オ
}

の
華

纏

籐

的
に
考

へ
た
た
め
か
議

格
勾
配

を
覆

し
た
の
で
あ
る
.
・
の
た
め
彼
等
は
ト
・

ン
ス

・
ア
ゐ

過
程
・
於
け
る
債
纂

動
の
必
然
性
を
否
芒

た
も
の
で
あ
る
と



云

ふ
こ
と
が
出
来

る
。

そ
し

て

ハ
ー
バ
ラ
ー
は
、
か

」
る
見
解
が
長
期
的

に
は
正
當

で
あ

る
こ
と
を
認

め
る
。
彼
れ
は
更
ら
に
誤
解

を
避

け
る
た
め
に
、
こ

の
瓢

に

つ
い
て
次

の
如

き
注
意

を
與

へ
て
る

る
。
長
期
的

に
便

格
勾
配
が
あ

り
得
な

い
と
云

ふ
こ
と

は
、
實

質
交

換
比
率

が
不
攣

に
保
た
れ

ね

ば
な
ら
ぬ
と
云

ふ
こ
と
を
意
味

し
な

い
。
何
故

な
ら

ば
そ

の
場
合
ド

イ
ツ

の
輸
出
債
格

は
ド
イ
ツ

に
於

て
も
外
國

に
於

て
も
下
落

し
、
ド
イ
ツ

の
輸
入
債

格
は
ド
イ
ツ
に
於

て
も
外
國

に
於

て
も
騰
貴
し

て
み

る
か
ら
で
あ
る
。
彼

れ

は
實
質
交
換
比
率

の
攣
化
す

る
例

と
し
て
、

「
外
國
は
そ

の
受

取
額

の
小
部
分

を
し
か

直
接
に
ド

イ
ツ

の
輸
出
財

に
封

し
て
支
出

し

な

い
た
め
に
、
貿
易

牧
支
の
上

に
及
ぼ
す
上
述

の
直
接

の
影
響

が
、
必
要
な
輸
出
超
過

を
招
来
す

る
に
充
分

で
な

い
よ
う
な
場
合
」

を

あ
げ

て
み

る
。
そ

の
際
ド

イ
ツ
輸
出
財

の
贋

格
が
ど
れ

だ
け
下
落
す

る
か
は
.
先
づ
第

一
に
外
国

の
需
要
弾
力
性

に
依
存
す
る
。

ロ

グ
いロ
ロ
ヘ
リ
ユ

う
じヨ
　
ハユヨコの
の　イ
コ

を
ヰ
コ
ロ
ヘ
コ

　

コ

ヨ
ら
　
　

コ
コ

ヒ
い
ト
　

ケ
イ

・ノ
7
園
列
隊

ゲ
春
望
.狽
プ
.哲

は
君
で
あ
り
、
汰

な

る
債

務
下
落

が
必
要

で
あ

る
」
⊂
云

ふ
が
、

ハ
ー
バ
ラ
ー
は
オ

ー
1ー

ン
に
穏

っ

て
、

外
罐

の
需
.要

弾
力
性

は
大

で
あ
り

、

ド
イ
ツ
輸
出
財

の
債
格
下
落
は
僅

小

で
充
分

で
あ
る
と
云

ふ
。
『
何
故

な
ら
ば
世

界
市
場

は
個

々
の

甲
國

の
輸
出

に
較

べ
て
確

か
に
極
め

て
大

き

い
か
ら
で

る
あ
。
同
様

の
仕
方

で
作
用
す

る
い
ま

一
つ
の
事
情

は
、
問
題

と

す

る
財
貨
が
ド

イ
ツ

の
猫
占
し

て
み
る
財
貨

で
は
な
く

、
ド

イ
ツ
が
、
他

の
國

々
と
競
争
し

て
み

る
商
品

で
あ
る
と
云

ふ
事
情

で
あ

る
。
從

っ
て
債

格

の
引

下
げ

は

一
般

に
需
要

を
刺
戟
す

る
の
み
な
ら
す

、
外
囲
産
業

の

}
部

を
こ
の
部
門

か
ら
駆
逐
す

る
こ

と
に
な

る
。
』
更
ら

に
第

二

に
一慣
格

下
落

の
程
度

が
輸
出
産
業

に
於
け

る
費
用
歌
態

に
依
存
す

る
こ
と
は
勿
論

で
あ

る
。

要
す

る
に

ハ
ー
バ
ラ

ー
は
短
期
的
均
衡

と
長
期
的
均
衡

の
概
念

と
を
巧
み

に
使

ひ
わ
け

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
野
立
す

る
二

つ
の
立

場

を
綜

A口
し
ょ
う

と
し

て
み

る
。
短
期
的

に
は
経
済
過
程

の
順
鷹

が
不
充
分

で
あ
り

、
從

っ
て
便

格
攣

動

の
可
能
性

が
存
す

る
と

云

ふ
こ
と

に
よ

つ
て
、
古

典
派

理
論

の
安
當

性
を
認
め
、
長
期
的

に
は
購
買
力
移
動

に
よ

る
順
鷹
作

用
の
故

に
古
典
派

の
云
ふ
が
如

き

國
際
収
支
均
衡
の
理
論

第
四
+
六
巻

=
=

笙

號

=

=



國
際
牧
支
均
衡
の
理
逃醐

便

格
攣
動

は
あ
り

え
な

い
と
し

て
、
近
代
的
立
揚
を

正
し

い
と
し

て
み

る
。

第
四
+
六
巻

=
三

笙

號

三

二

四

近

代

理

論

近
黛

吻
に
於
け
る
國
際
的
轟

は
、
古
典
派
・
於
け
る
如
塵

簿

於
・
・
歪

の
決
済
と
し
憂

く
・
轟

　

問
題
に
於
け
る
如
く
強
制
的
な
整

旧
堕

鼠
納
、」
し
ア・
.、

・
な
…
、
纂

的
資
藷

棒

・
う
…

　

』
で
　

鋤

∵

野

。
れ
て
る
る
.
。
の
た
め
均
衡
の
到
達
せ
ら
れ
・

ま
で
・
充
分
薩

の
期
間
窶

れ
・
均
衡
は
↑

バ
ラ
ー
の
謂
は
ゆ
嘉

蒲

欝

矯
縫
舞

踊鷲
既鞍
蟹
棲
総
懸

口欝

懸

簾

貿
力
の
ト
..
.'
ス
フ
ア
置

A
國
か
ら
B
國
・
向

三

定
額
の
萎

馨

れ
る
と
假
定
し
よ
う
・
讐

力
は
B
國

に

黙

識
　難
難
難
灘
難
糠
醗鑓
難
　隷

は
ち
次
の
如
く
し
て
行
は
れ
る
.
B
國
の
園
内
財
に
封
ず
・
霧

加
は
、
国
内
財
簿

於
け
る
生
産
舞

馨

加
緑

化

深

す
る
.
生
産
萎

は
失
馨

群
か
ら
吸
引
・
れ
・
か
、
或
ひ
箸

高
藩

・
垂

・
と
・
よ
っ
て
他
の
部
門
か
ら
引
蒙

れ

。



る
。

い
つ
れ

に
し

て
も
B
國

の
所
得
水
準

は
上
昇

し
、
同
様

に
し
て
A
國

の
所
得
水
準
は
低
下
す

る
。

こ
の
檜
減
し
た
購
買

力

の

一

部
分

は
再

び
外
囲
貿
易
財

に
向

ひ
、
第

二
段

の
リ
ヤ

ル
ト
・

ン
ス
・
T

が
實
現

す

る
。

一
部
分

は
園

内
財

に
も
向

ふ
が
・

こ
れ
も

次
第
に
外
國
貿
易
財

へ
の
需
要

に
輻
化

さ
れ
て
更
ら
に
第
三
段
第
四
段
の
リ
ヤ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
を
招
來
す
る
こ
と
L
な
る
の
で

あ

る
。
か
」
る
生
産
の
修
正
は
國
内
市
場

の
揖
張
或
ひ
は
縮
少
が
貿
易
牧
支
の
充
分
な
超
過
及
び
不
足
を
招
来
す
る
に
至
る
ま
で
織

綾

し
、

。
の
漿

到
馨

れ
た
時
始

め
て
リ
ヤ

ル
ト

ラ

ン
ス
・
了

が
完

成

し
た

・
と

に
な

る
。

し
か
し
乍
ら
・

の
修
正

に
は
驚

て
長
期
間
を
必
要

と
し
、
從

っ
て
そ

の
間
均
衡

を
維
持
す

る
手
段

と
し
て
、
B
國
銀

行
は
A
國
銀
行

に
封
し

て
短
期
信
肘
を
許
可
す

る
と
云

ふ
方
法

を
と

る
こ
と
に
な

る
,
換
言

す
れ

ば
A
國

か
ら
B
國

へ
の
長
期
資

本
移
動

は
、
B
國

か
ら
A
國

へ
の
短
期
資
本
移
動

に
よ

っ
て
相
肌叡
さ
れ

る
こ
と
に
な

る
の
で
あ

る
。

　⑬
部

分
的
債
格
水
準

輸
出

財

.
入
射
轍

・
園
内
財

の
阻
別
は

、
既

に
後
期

の
古
典
派
中

に
も
見
ら
れ

、
必
ら
す
し
も
近
代

理
論

に

の
み
特
徴
的
な
概
念

で
は
な

い
。
匠
別
は

た

ぐ
前
者
が

}
般
物
債

水
準

な
る
概

念

の
修
正

と
し

て
之
を
用

ひ
て
み
る
に
封

し
、
後

者

は
個

別
債
格

の
立
場

に
立
ち

つ
」
、
観
察

の
機
宜
上

の
手
段

と
し

て
か

、
る
概
念

を
用

ひ
る
貼
に
存

す

る
。
楡
出
財

・
輸
入
財

・

園

内
財

の
間

に
は
少
く

と
も
短

期
的

に
は
競
争
關
係

が
存

せ
す

、
從

っ
て
そ
れ
ら

の
償
格
水
準

は
か
な
り

の
不
均
衡
を
維
持
す

る
よ

う
に
考

へ
ら
れ

る
が

、
事
實

は
以
外

に
密
接

な
相
聞

々
係

が
存
す

る
。
こ

の
こ

と
は
特

に
購
買
力
李
慣
設

の
安
當
性

の
主
張

の
撮
り

芝
こ
ろ
と
し

て
屡

々
指
摘

さ
れ

て
る

る
が

、
い
ま
は
.直
接

吾

々
の
問
題

に
關
係
が
な

い
か
ら
、
こ

の
黙

に
は
醐

れ
す
に

お
こ
う
。
さ

て
購
買
力
の
移
動
は
、
A
B
国
民
債
雛

讐

如
何
な
る
影
響
を
與

へ
る
で
あ
ら
う
か
。
・
の
問
題
に
於
け
る
困
難

各
商
品
が
異

っ
た
技
術
的
組
成
の
下
に
生
産
さ
れ
、
從
っ
て
軍
位
生
厳
責
に
射
す
る
影
響
を

一
事
に
論
ず
る
こ
と
は
出
來
な
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ

國
腰

支
均
衡
の
理
論

第
四
+
六
巻

三

三

第

一
號

}
一≡



國
伽除
一収
支
均
衡

の
理
弧醐

第
四
+
六
巷

三

四

笙

號

三

四

る
.
ま
た
生
露

と
馨

繍

係
は
白
山
馨

・
響

・
に
於
て
異

な
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
.

近
代
理
論
に
於
て
こ
れ
ら
の
黙
に

聞
す
る
分
析
は
未
だ
充
分
行
は
れ
て
居
ら
す
、
五
.
々
は
ご

く

島

農

述
泰

・
る
に
す
護

・
購

隅貝
力
移
動
の
最
も
潔

の
数
果
と
し
て
は
、
丑
國
の
國
内
債
格
が
肇

只
し
A
國
の
・
れ
が
拳

・
.
從
つ
・
生
肇

馨

　

藷

で
馨

し
馨

灘
蝶

縫
羅

畑総

轄
畷
翫
縫

継編
難

,
。
が
故
に
、
さ
う
云
っ
た
早
魚
心な
結
論
は
與

へ
・
れ
な
い
.

前
以
て
決
定
ミ

毒

喬

題
は
・
國
内
産
藷

際
財
野

高

星

肇

素
を
用
ひ
て
ゐ
・
か
否
か
で
あ
・
。
何
警

・
ば
前
の
馨

に
筈

典
馨

工
ふ
が
如
く
實
質
交
換
比
率
が
3
國
に

有
刷
に
攣
化
す
る
に
反
し
、
後
の
揚
A
。
に
は
必
ら
す
し
　

・
　

必
要
は
　

・
・
國
・
有
利
籍

す
る
季

ら
考

へ
ら
れ

る
カ
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
霧

は
幕

的
に
決
定

・
る
べ
高

趣
で
・
先
験
的
な
判
断
は
不
可
能
で
あ
る
。

ラ,,
ト
一7
.'
。
フ
ア
8
の
縫

ト
.フ
ン
ス
ワ
ァ
ー
の
嬰

剛
は
更
・
に
・
・
ン
ス
フ
ア
ゐ

行
は
・
べ
藷

に
つ
い
て
の
毒

含
』
で
る
る
.
周
知

の
よ
う
に
こ
の
媒
髄
は
金
及
び
種

・
の
形
態

・
於
・
・
簿

用
か
・
形
変

て
る

る
・
そ
し
て
先
妻

位
ホ
の
下
で
は
こ
の
両
者
が
共
に
用
ひ
・
れ

・
が
、
舞

本
位
制
の
下

で
は
後
者

の
み
が
用
ひ
・
れ

る
・
古
典
派
は
馨

本
鐘

揚
ム.
に
、
蓑

す
る
に
は
し
て
み
る
が
、
主
・
し
て
金
本
位
制
・
黎

の
峯

と
し
た
た
め
に
、
貴
金
属

の
流
出
を
以
て
貨
幣
的
ト

鮮

碧

難

麹
輪禦

鯵誕

馨

雛
舘鞍
繕

.

い
た
の
で
あ
る
.
之
に
反
し
て
近
代
理
論
は
金
の
役
割

を
著
し
寵

す
・
.
金
の
藁

大

で
あ
る
か
否
か
は
・
金

壷

か
短



期
信
用
藻

ぶ
か
の
銀
行
の
肇

的
寛

地
撰

存
す
る

と
な
し
て
み
る
.

撫

　　響

霧
叫　　灘

鍵
　辮
競編

麗
難

麟

縫

影

翻脚
難

謹
蝉
馨

懸
船鍍

難

燃
擁

　　　齢遡鱒
　繰

罐

一欝
鰍

　

・・更・・　

嚢

羅

鰯麟灘

躍

補

鞍

鷺

顎髯

霧

ス
。
ア
ゐ

這

で
あ
る

と
、
さ
う
近
代

理
論
肇

張

し

て
み

る
・

.
」

.

五

結

言

耀
難

饗

　　灘
賦繋
　灘
癬
撫
　撤}

第
四
+
六
巻

「
こ
五

第

一
號

一
二
五



陽
際
収
支
均
衡
の
理
論

第
四
+
六
巻

=

一
六

第

一
號

=

一六

か

に
し
て
お

こ
う
。
私
自
身

の
見

解

の
展
開

は
こ
れ
を
他

の
機

會

に
譲
り

た

い
国

先
づ
金
の
移
動
・
は
猫
立
に
・
・
ナ
ル
な
購

貝
力
の
移
動
を
認
め
た
近
代
理
論
は
如
何
な
る
意
義
奢

す
る
の
で
あ
ら
う
か
若

鷺

典
派
は
園
内
流
通
が
す
べ
て
金
簪

よ
唇

、
金
の
屡

的
流
通
　

由
で
あ
る
と
云
ふ
懇

型
的
・
乗

付
制
の
前
提
か
・
出

膿

讐

た
。
從

っ
て
そ
の
揚
A、
金
の
移
動
を
除

い
た
購
買
力
の
移
禦

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
む
し
ろ
當
然

で
あ
・
・
ミ

云

へ
・

騨

の
で
あ

る
。
紙
幣

の
流
通

、
信
用

手
段

の
存
在

は
最
初
よ
.り
理
論

の
外

に
置

か
れ

て
み
る
の
で
あ
る
。
金

の
移
動

を
離

れ
た
購
買
力

陛
菰

ゆ
ノィ

移
動

の
.疋
認
は
、
稟
質
曽

は
農

蘇

交
通
に
於
け
る
笛

手
段
の
窪

と
翻

嚇
し
・
理
論
的
に
は
幕

名
目
説
に
嚢

る
・

難

金
が
國
内
流
通
か
・
姿
羨

・
、
・
高

際
交
湧

於
・
・
個
人
の
創
意
に
基
く
金
の
移
動
が
禁
止
さ
れ

て
み
る
段
階
に
於
て
は
・

難

名
景

象

・
眞
理
で
案

和
姦

・
呈
す
・
.
　

　

讐

力
の
移
動
は
・
舞

姫
擢

匹
形
糞

て
金
・

繍

離

れ

て
行
は
れ

て
る

る
の
で
あ

る
。

こ
う

考

へ
て
來

る
と
古
典
派

と
近
代
理
論
と

の
劉
立
は
、
こ
の
黙

に
關
す

る
限
り
、
彼
等

の
念

泌
㎎

頭
に
置
い
た
事
實
の
相
幽幾
に
解
消
・
れ
て
讐

蛋

は
れ
・
.
近
代
理
論
の
古
典
翁

は
　

・
形
蓄

批
繹

っ
て
ゐ

譏

る
の
で
は
な
か
ら
う

か
。

鵠

次
筈

典
派
の
警

論
を
批
判
・
た
近
代
理
論
の
血忌
藷

つ
い
て
考
へ
…

金
の
移
動
↓

物
漿

準
の
欝

↓

欝

人
数

薇

旦毘
の
攣
化
な
る
弥剛
理
を
辿
っ
た
育
雛

構
論
は
、
羅

繁

読
籍

・
て
　

二

方
の
國
の
物
繁

華
の
上
昇
・
他
方
の

購

國
の
下
降
を
以
て
、
均
衡
の
圃
復
を
説
明
し
た

の
で
あ
る
。
近
代
理
論
は
箪
純
な
敏
量
読
を
否
定
し
て
部
分
的
便
格
水
準

の
概
念
を
.
囎
初

導
入
し
、
ま
た
機
讐

於
け
る
鍛

な
儂
鍵

動
を
否
定
し
て
、
騰
勢

の
移
動
を
認
め
た
簿

於
て
古
典
派
と
は

雇

封
立
し
て

響は
あ

ロ

み
る
。
し
か
し
乍
ら
彼
等

の
債

格
論

は
古
典
派

を
果
し

て
根
本
的
に
克
服
し

て
み

る
で
あ

ら
う

か
。
例

へ
ば

ミ
ル
と
オ

ー
リ

ン
を
例

私
で
る

に
と
ら
う
。
、、、
ル
の
素
朴
生

般
物
繁

華
な
る
慧

に
射
し
て
オ
ー

ン
が
個
別
幕

を
置
か
ん
と
し
た
・
と
は
注
旧
す
奮

こ

㍉



斐

剛
進
で
あ
ら
う
が
、
彼
れ
が
個
別
馨

を
塾

す
・
方
法
、
聖

…

ナ
ル
な
相
封
償
肇

藩

纏

閲
す
る
軍
奎

方

程
式
に
よ
っ
て
聾

便
格
化
せ
ん
・
す
る
方
法
梟

し
て
正
・
い
で
あ
・

・
か
・
露

の
聾

馨

を
商
品
そ
の
も
?

規
彦

於
て
求
め
す
、
幕

禦

ら
の
何
ら
か
の
規
定
・
・
つ
て
行
は
ん
と
し
た

・
と
は
・

乏

曹

叩
の
警

を
ぎ

他
方
に
墓

籔

曝

置
い
て
幕

馨

の
山高
さ

の
墾

と
し
た
古
典
派
・
、
葉

的
・
量

の
理
論
的
缺
陥
・
示
・
て
る
る
の
で
は
な
か
ら
う

,

。
の
こ
と
は
五
.
々
の
帯
田
面
の
霧

に
つ
い
て
は
、
次
の
如
・
三

券

認
識

の
璽

性
・
於
て
且
ハ艦
化
し
て
み
る
・
邸
は
ち
蕾

入
籍

局
均
衡
す
。
、
の
で
あ
る
と
表

し
姦

、
言
葉
羨

へ
て
云

へ
ば

国
警

易
は
窮
極
に
於
て
塑

交
換
で
あ
る
と
な
し
た

黙
に
於
て
。
あ
る
.
そ
し
て
屡

貿
易
を
惣

交
換
で
…

誤
認
す

　

と
は
疲

等
・
・
て
金
の
鼻

幕

的
性
箏

見
失
は

し
め
る
彙

、
な
っ
て
ゐ
.Φ
.
幕

的
ト
・・
ン
・

・
ア
み

媒
介
物
と
し
て
の
金
・
古
典
祭

重
要
覗
し
遍

代
理
論
が
讒

し
た

.、
、
は
何
ら
專

籍

馨

な
く
、
・で
れ
嫡

際
商
品
流
謬

於
・
・
借
馬

皮
参

展
段
階
の
糞

暴

く
理
論
的
聾

で
あ
る

難
拳
羅
鑪
盤
罐
鞭
鞭霧
鞭
纏
磐
既翫解
織
購
蝋蹟縫
緋
鯉

。
,
し
て
商
.開
の
交
換
で
あ
る
.
商
・聖
蓮

じ
あ
・
が
警

・
そ
、

・
の
交
換
・
常
・

展

的
着

物
と
し
て
の
金
を
排
除
し
沈
澱

。
す
筈

で
あ
る
.
殊
に
國
際
間
に
於
け
.Q
澱

は
金
地
金

・
云
ふ
生

・
し
い
形
撃

・
・
の
で
あ
る
・
そ
れ
は
　

の
流
通
場

裡
か

ら
萎

を
漬
す
よ
う
な
信
用
手
段
の
難

し
た
段
階
・
於
て

・
同
様
で
　

・
た
個
人
の
屡

金
取
引
が
禁
ぜ

ら
れ
蔭

に

於
て
、
同
様

で
あ
る
.
更
・
・
嘉

國
家
の
努

な
統
制
・
・
つ
て
農

牧
支
が
均

衡
芒

め
ら
れ
る
よ
う
な
段
階

に
於

て
も
、
國

際
間
の
商
.輩

歪

揚
さ
れ
な
い
限
り
、
金
は
・
の
機
能
美

箏

、
唯

・
れ
棄

的
・
な
っ
た
に
止
ま
る
・
す
べ
て
か
う
云

つ
姦

の
正
し
い
認
識
は
　

高

い
科
學
的
方
法
に
よ
っ
て
の
み
可
聾

な
る
で
あ
ら
う
.

國
際
収
支
均
衡
の
理
論

第
四
+
六
巻

三

七

笙

號
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